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ビジター指向の美術館

ルイジアナ近代美術館を事例として
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1.はじめに

美術館は,限られた人びとのコレクションを

基礎に始まり,多様なビジター(1)に開かれて

いった。今日では,コレクション中心からビジ

ター指向へ美術館の姿勢は変化している。

文化の大衆化により,様々な所得層,ジェン

ダー,年齢層がビジターとなった。また交通や

情報の技術革新により,ビジターはグローバル

化し,彼らのエスニシティ-や宗教もバラエ

ティーに富む。また,美術にあまり触れる機会

のない人から,大学で美術教育を受けた人まで

幅広いビジターが存在する。

このように多様化したビジターのニーズを満

たすには,まず,便利で快適な空間を提供する

ことが基本である。長らく美術館が考えて来た

作品の質や展示方法だけではなく,ビジターが

どのように美術館を体験しているのか,ビジ

ター側の視点で考えることが必要になっている

のではないだろうか。ビジター指向の発想で運

営されることで,美術館におけるコミュニケー

ションは促進されビジターはメッセージを受け

取りやすくなり,より美術館での体験を自分の

ものにできるかもしれない。その結果自分から

もメッセージを発し,美術館はビジターにとっ

て積極的なコミュニケーションの場となりえ

る。

デンマークのルイジアナ近代美術館Louisi

anaMuseumforModerneKunst(2)は,風景と建

築とアートの関わりを生かし,快適な空間を実

現していることで名高い。1995年から1998年ま

で館長を務めたラース・こトヴェは,「ルイジ

アナは愛されている美術館です。このような公

衆との関係を築けている美術館を他にあまり思

いつきません。-クヌド(ルイジアナ近代美術

館創設者)は,鑑賞者を中心に置くことで,ビ

ジターに使いやすい美術館をつくることができ

たのです。それゆえにルイジアナは独特な存在

であり,未来の美術館の手本となるかもしれま

せん」[Levine1997:78]と語っている。

そのことを証明するようなイベントがある。

1994年の「こどもハウス」オープニング・イベ

ントでは,子供たちが自分たちで措いた絵と
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メッセージをつけて何千という風船を空に飛ば

した[Russell984]cまた1981年には,約200名

の公衆が参加した無言のパフォーマンス「200」

を通して,反核のメッセージをメディアを通じ

て世界に発信した[Weschler1982b:3-5]。この

ように公衆とともに世界にメッセージを発信で

きる美術館はまだ少ない。もちろん,美術館に

おけるコミュニケーションは上記のような外に

向けたものばかりではない。美術館,ビジター,

アーティスト,ローカルそしてグローバル・コ

ミュニティーとの間に様々な形で生じる。現代

の生活でコミュニケーションを体験できる美術

館は,今後ますます必要とされるのではないだ

ana

ルイジアナ近代美術館の特徴は,子供から高

齢者まで誰もが,楽しみ,語らい,くつろげる

空間があることである。庭では,子供達の遊ぶ

姿や自然に囲まれ,大人もリラックスできる。

そして,そのなかにとけ込むように選りすぐり

の近代・現代を代表する作品が点在する。室内

にいても空や海や木々が視界に入るようになっ

【2001年度調査】
全体
(N-1956
5iii;
N-249
30ft
N-312
JO(t
(N-335)
50代
(N-449)
60代
(N-363)
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(N-251

【1988年度調査】
全体
N-2139

ているスペースが多い。まるで公園の中にいる

ようだ。思索の場となり,家族や友達とくつろ

ぎ語らう時間,そして感動の機会を与える美術

館である。心のゆとりが求められる現代,この

ような美術館が果たせる役割は大きい。

日本人の余暇活動に対する意識に変化が見ら

れる。バブル最盛期の1988年と2001年の世論調

査[読売新聞2001]によると,余暇生活に足り

ないものに「お金」とした人は43.2%から30.5%

に減少した一方で,「気持ちのゆとり」とした人

は8.2%から12.4%に上昇した(表1)0また高齢

化の進む社会では生涯教育の場となり,国際化

においてはグローバルなコミュニケーションと

いう重要な役割を美術館が果たすことにもなろ

う。

2004年度の調査[日本博物館協会2006]によ

ると,日本には3,965の博物館があり,その22%

にあたる874館が美術館である2001年「独立

行政法人制度」を既に轟大した国立の美術館

や,「指定管理者制度」の導入に直面している公

立美術館を含む国公立美術館は389館ある。ま

表1余暇生活に足りないもの　(単位は%)

ともに楽しむ仲間
余暇を楽しむための施設

余暇に関する情報1.8　特にない・不明・

自分自身の趣味 無回答

気持ちのゆとり

100(9S)

出典:読売新聞. 2001. 「余暇に対する意識の変化一読売新聞世論調査から-」

『読売ADリポートojo』 2001.9. Vol. 4 No.6
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た企業のメセナ予算削減などの影響下にある私

立美術館も含め,いずれも美術館経営は大きな

転換期にある。 美術館の機能について,再検討

されるべき時期といえる。

21世紀に公衆に求められる,また社会に貢献

する美術館とはどのようなものか。 その機能と

は何であるのだろうか。 美術館の変遷をたど

り,現代に特徴的な機能を具体的に考察する。

そして,ルイジアナ近代美術館を「ビジター指

向の美術館」という1つのモデルとして取り上

げる。

2. 社会における美術館の変遷

2-1.機能の変遷

2-ト1.語源

博物館の語源は,ギリシア語の「ムセイオン

mouseion」にある。 ギリシア神話の最高神ゼウ

スとムネモシネ(記憶の女神)の娘である9人

の女神達(ムーサイmousai,英語のmusesに

あたる)に捧げられた神殿を意味する。 カリオ

ペ(叙事詩),クリオ(歴史),エウテルペ(拝

情詩),メルポメネ(悲劇),テルプシコレ(合

唱舞踊),エラト(恋の詩),ポリヒムニア(聖

歌),ウラこア(天文),タレイア(喜劇)の女

神達である[バルフインチ1942:23-24]t紀元

前5世紀頃,アテネやデルフォイの神殿には奉

納物が収納された。 [ジロデイ,ブイレ1977:21]

また,エジプトのプトレマイオス朝では,紀元

前3世紀のアレキサンドリアの宮殿内に「ムセ

イオン」という学芸研究機関が設置されている

[ブノワ2002:19-20]。

2-1-2. ルネッサンス:教会そして貴族のコレ

クション

西洋における美術館の前身として,美術品の

コレクションは教会,修道院,大学などを中心

に中世に始まった。 そして14世紀以降のルネッ

サンス期に,フィレンツェのメデイチ家,教皇

ユリウス2位,フランス王家が収集したコレク

ションが,後のウフイツイ美術館,バチカン美

術館,ルーヴル美術館の基礎を築いたのである

[倉田1996]。 ルネッサンス期には,メデイチ家

のような富裕な都市貴族がパトロンとなり文芸

を盛んに奨励した。 この関心は,富と名声を確

立するため芸術擁護が必要であったためと言わ

れる。メデイチ家の別荘にあった哲学者や詩人

や画家が語り合う「アカデミー」は,ヨーロッ

パ中から客人が集まるようになり,何にもまさ

る権力の源になったのである[樺山1993:61]。

そういったアカデミーでは美術史や美術理論が

構築され,作品の評価基準も生まれた[McClel

Ian2003:3]。 この時代,9人の女神に代表され

ていなかった美術分野の職人達は,アーティス

トへと地位を上昇させていった。 しかし,コレ

クションは,まだ限られた特権階級にしか開か

れていない。重要なのは,こうした時代の需要

に応じて,18世紀までに,国境を越えた評論

家,画商,アーティスト,収集家といった共通

認識を持つエリート達のネットワークにより,

アート界が形成されていった[McClellan2003:

3]ことといえる。 コレクションは「収集」,「保

存」,「展示」の機能が中心であり,なおかつア

カデミーにおいては「研究」も始まった時代で

*3m
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2-卜3.フランス革命:コレクションの公開

王侯貴族がコレクションを集積する一方,18

世紀のフランス社会ではブルジョワが台頭して

くる。美術館の形成における,象徴的な出来事

は「フランス革命」である。封建社会の解体が

進む革命の最中,1793年に王家のコレクション

(現ルーヴル美術館)は,一般に無料で公開され

た[McClellan2003:5]。まさに市民の手で絶対

権力から勝ち取った美術館(3)である。「美術館は

新秩序を象徴するだけではなく,革命を遂行す

る上での重要な道具でもあった。人々がフラン

ス革命の歴史や目的を理解したのは,絵画作品

を通じてであった」[シュバート2004:19]。教

会が絵画によって聖書の理解を促したように,

この時代,絵画は時勢を理解するためのビジュ

アル情報として,今日のマス・メディアの役割

も果たしたのだろう。こうして美術館は,国の

歴史と威厳を国民や旅行者に浸透させるツール

にもなる。ツーリズムの発展にともない,これ

らのコレクションは重要な観光地となり,現在

も高い集客力を誇っている。またルーヴル美術

館はアーティストが名画の模写をするためにも

開放した[McClellan2003:6]。この時期の発展

は啓蒙思想に支えられ,市民革命により近代的

概念の「美術館」が生まれた。かたく閉ざされ

た扉は,市民の手により開かれた。「公開」する

機能が獲得されたのである。

2-1-4.産業革命:文化の大衆化

18世紀から19位紀にかけてのナショナリズム

や植民地主義のもと,美術館は自国の文化を讃

える目的に用いられた。また,ことにイギリス

では産業革命により都市人口が急増する。労働

者階級の増加により,教育や文化の大衆化が促

進された。ロンドンのナショナル・ギャラリー

は,労働者の来場を奨励した。労働者クラブに

よる見学会が行われ,労働者向けのガイドブッ

クが1880年代には出版されている[McClellan

2003:9]。また,1851年に開かれた第1回ロン

ドン万国博覧会を成功に導いたヘンリー・コー

ルにより,美術工芸を展示するサウス・ケンジ

ントン美術館(現ヴィクトリア・アンド・アル

バート美術館)が1857年に開館した。目的は,

近代産業の労働者と消費者の見識を高め,国の

産業水準を上げ,ひいては経済を刺激すること

であった。陶器から繊維,金属製品まで,生活

に密着した審美眼育成のため,絵画作品のよう

な一点ものの価値にとらわれず,センスとデザ

インの良さを基準に本物がなければ模造品を展

示した[McClellan2003:9]。またコールは,労

働者が家族と共に訪れることができ,休息しエ

ネルギーを補給する場としても美術館が貢献で

きると考えていた。入場料無料で夜間開館も取

り入れており,入場者が一日で20,000人

[McClellan2003:9]に達することもあった。大

衆文化のレジャー施設としては成功した。しか

し,「ヴィクトリアン・フィランソロピー」は,

労働者の生産能力や生活の向上を目的とした

が,必ずしもその点で成功したとは言えない状

況であった[MeClellan2003:14]。むしろ今迄

交わることのなかったようなあらゆる公衆に対

して開かれた結果,階級差はあからさまに実感

されることにもなった[Prior2002:52-53]c

2-1-5.新世界にも広がる美術館:教育という

使命

ヨーロッパのような歴史的コレクションや建

造物のなかったアメリカでは,19世紀後半以
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降,メトロポリタン美術館(1870年),ボストン

美術館(1870年),そしてニュ「ヨーク近代美術

館(1929年)など,新しい民間の美術館が次々

と公衆の教育目的で創設された[シュバート

2004:41]。建物は神殿のような造りが多く,

ヨーロッパ型の美術館に似ているが,大きな違

いは,国が美術館を管理するのではなく,裕福

な民間人がより多くの公衆のために構想し,出

資し,運営する形態にあった。 1916年ボストン

美術館では,ベンジャミン・アイヴイス・ギル

マンにより20年前に始められていた「ガイド・

ツアー」のサービスを一般だけでなく学校単位

の見学にも応用し,週末には子供向けの「物語

の時間」なども盛り込まれた[Mclellan2003:

19]。
教育プログラムの普及に,アメリカの美術

館が持っていた美術の大衆化という使命そし

て,未来を見据えた姿勢が伺える。 しかし,荘

厳な建物や従来の展示方法がビジターに与える

印象や,公衆から遠ざかってゆくキュレーター

のアカデミック偏重が問題視されるようになる

[Mclellan2003:21-25]cそして美術館は,大衆

化の促進と芸術的価値の探求の間における問題

を自覚してゆくことになった。 本来ならば協力

するべき「教育」と「研究」という2つの機能

の対立である。

2-1-6.1968年五月革命:開かれた意識

戦後の動きでは,1968年パリで起きた五月革

命がアート界に影響を残したといえる0 大学の

大衆化を背景に,消費社会やベトナム戦争の批

判から発生した労働者を巻き込んだ学生運動で

ある[山崎1988:7-8この運動自体は何ら結

実するものではなかったが,しかしその時の問

題意識は以降の文化活動に少なからず反映され

ている。その翌年,ボンピドゥ-大統領は,「こ

れまでのよう_にエリートが占有する芸術や文化

の枠を破り,社会のすべての人々に開かれた場

を創造するための計画」[岡部1997:28]を発表

した。美術館は-フランスのみならず他国にお

いても一再び自らの存在意義を問いただす時期

にあった。約10年を経て1977年に開館したパリ

の国立近代美術館ボンピドゥ-・センターの初

代館長ボンテユス・フルテンが掲げたのは「未

来に開かれた美術館」であった。 「私たちは,六

八年五月革命の本質的な状況,すなわちく街路

の状況)のような,そこにすべての人々が,階

級や文化や教養の差を越えて,誰一人拒否され

たと感じる必要なく居られる空間を作ることが

できないかと思っていた」(4)と語っている。 ま

た,1960年代以降の新設美術館の特徴は,個性

的な美術館の建築にも見てとれよう。 ボンピ

ドゥ-・センターも当時賛否両論を巻き起こし

たガラス張りでダクトが丸見えの工場のような

建物である。センターの出現は,古いパリの街

並みにとっては衝撃的な事件であった。 一以前の

神殿や宮殿タイプの美術館建築のような重圧感

や疎外感を感じさせない外観と内装,壁は仮設

でフレキシブルな展示室,そして館内からはパ

リのパノラマを楽しめる開かれた美術館建築で

ある。人びとに,新しいアートに,そして街に

対して開かれた美術館といえる。

また,ビジターの知的好杏心を様々な角度か

ら満たせるよう,ボンピドゥ-・センターのよ

うに図書館,上映室,ホール,子供用施設など

が併設される例も増加してくる。

2-卜7. 現代:多様化する二-ズ

1960年代に入り,美術作品が絵画と彫刻以外
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の形態もとるようになると,展示室自体も変化

を求められる。映像,パフォーマンス,展示室

全体を作品とするインスタレーション,あるい

は自然の中や街頭に設置されるパブリック・

アートなどである。ボンピドゥ-・センターの

フレキシブルな展示空間は,そういった状況に

対応した先駆けである。

多様化したのは作品だけではない。ビジター

も,現代美術館や写真美術館のような特定分野

の専門美術館を求める人もいれば,幅広く名作

を見たい人,旅先の名所として訪れたい人,話

題の展覧会を見ておきたい人,週末に日常から

離れてリラックスしたい人もいる。そして,

ミュージアム・カフェやショップの人気から見

れば,美術館の機能は,歴史の中で獲得した

「収集」,「保存」,「展示」,「公開」,「研究」,「教

育」だけでは果たせなくなってきていることは

明らかである。

2-2.今日の定義

日本の博物館法でも美術館は博物館の一種と

見なされるが,英語のmuseumやフランス語の

mus色eという言葉自体,博物館と美術館を区別

しない。(他分野の博物館同様,museumofart

やartmuseumの様に分野名は付記されるもの

である。)博物館は美術館から,歴史博物館,人

類学博物館,科学博物館,自然史博物館,動物

園や水族館などを含む。また定義は,国や機関

などにより違いがある。日本の博物館法(1951

年制定,1999年改正)[e-Gov電子政府2002]

では,博物館とは,「歴史,芸術,民俗,産業,

自然科学等に関する資料を収集し,保管(育成

を含む。以下同じ。)し,展示して教育的配慮の

下に一般公衆の利用に供し,その教養,調査研

究,レクリエーション等に資するために必要な

事業を行い,あわせてこれらの資料に関する調

査研究をすることを目的とする機関」としてい

る。以下,美術館の歴史上,需要な役割を果た

したフランスとアメリカの定義を見ることにす

る。

ルーヴル美術館を誇るフランスは,長らく博

物館に関して第二次世界大戦直後の暫定的な行

政立法しか持たなかった。しかし2002年,フラ

ンス博物館法LOIn-2002-5du4Janvier2002

relativeauxmuseesdeFranceが制定された。

この立法は,福井[2004:101]によると,「1.

文化の民主化(大衆化)における博物館の役割,

2.文化の全国的普及における博物館の役割,3.

国立博物館の組織の近代化」に関して調査し検

討した成果である。法には,「博物館とは,複数

の物品から構成され,その保存及び展示が公益

性を帯びる恒久的なコレクションであって,公

衆の知識,教育及び娯楽を目的に組織化された

もの」[福井2004:115]とある。日本の定義には

見られない「恒久的なコレクション」とあり,

新しく収集するだけでなく,時を経ても変わら

ぬ状態にするよう,歴史あるコレクションの修

復保存を行ってゆく姿勢が表れている。近年,

新たに収集する際,それを維持・保存できるか

(その物品自体の状態および保存に必要な技術

や設備を確保できるか)が問われるようになっ

て来ているWeil2004:75]という背景もある。

また日本は「レクリエーション」,フランスは

「娯楽」と,いずれもレジャー施設としても定義

している。

アメリカの博物館サービス法MuseumServ

icesAct(1976年制定,2003年改正)によると,

博物館とは,「本質的に教育的若しくは芸術的
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な目的のために永続的に組織された公営若しく

は民営の非営利機関又は団体であって,専門的

な職員を活用し,有形物を所有し,又は活用し,

有形物を管理し,かつ,有形物を公衆に常時展

示するものをいう」[平野2004:112]としてい

る。専門的職員とあるように,アカデミックな

研究機関としての役割が明確にされている。 ま

た,全米の博物館団体,アメリカ博物館協会

(AAM)の倫理規定(2000年)[AAM2000]で

は,「博物館は世界中から物を収集し,保存し,

解説することを通して,公衆へ独自の貢献をす

る。-収蔵する物だけでなく,借用された,ま

たは製作された物品も利用して行う展示や教育

活動も使命である。 -アメリカにおける博物館

には,収蔵品のある施設とそうでない施設があ

る。個々の使命は様々であっても,共通するの

は非営利の団体であるということと,公衆への

奉仕である。 収蔵品及び借用または制作された

物に基づき研究,展示,そして公衆の参加を促

すプログラムを行う」となっている。 コレク

ションを強調するフランスとは異なり,収蔵品

のないものに言及していることで,企画展ベー

スのアート・スペースの存在も含まれているこ

とがわかる0 また,公衆の参加も記されている

点が注目される。

以上の定義には,歴史上獲得してきた収集,

保存,展示,研究,公開,教育といった機能が

認められる。 例えば,フランスの定義に,「研

究」という言葉はないが,第2条の使命に「知

識及び研究の向上」と記されているのである。

これらの機能は共通認識とみてよいだろう。

最後に,ユネスコとパートナーシップにある

国際博物館会議(ICOM)によると,「博物館と

は,社会とその発展に貢献するため,人間とそ

の環境に関する物的資料を研究,教育及び楽し

みの目的のために,取得,保存,伝達,展示す

る公開の非営利的常設機関である。」[イコム日

本委員会2006]。 ICOMの規約は,1946年の設

立以来2001年まで6回改訂を重ねて来ている

が,注目すべきは,五月革命後の定義の改訂で

ある。それまでの「コレクションを保存し陳列

する」機能を,1974年に「社会とその発展に貢

献するため」に物的資料を「取得,保存,伝達,

展示する」機能に拡張した点である。 「伝達する

(communicate)」という言葉を加えたというこ

とは,一方向のメッセージというより意思疎通

を図るという,新たな「コミュニケーション」

機能を宣言したといえるだろう。

では,この美術館機能としてのコミュニケー

ションとは何であろうか。 コミュニケーション

とはメッセージの交換であり,対話である。 そ

のチャンネルはいくつもあり,コミュニケー

ターは美術館(展覧会,イベント,建築,そし

てスタッフなどを媒介として),ビジター,アー

ティスト,あるいは美術館をとりまくコミュニ

ティーも含まれよう。

Anderson[2004:2]は,新しい博物館のコ

ミュニケーション・スタイルは,「特定の人だ

けの情報から,開かれたものへ」,「違いを抑え

るものから,違いを受け入れるものへ」,「議論

から,対話へ」,「一方向から,双方向-」,「知

識の番人から,知識の交換-」,そして「保護的

な立場から,暖かく歓迎する立場へ」の移行だ

と指摘する。

新しいコミュニケーション・スタイルは,社

会の価値観が多様化した現れである。 レジャー

活動として幅の広い選択肢が揃ってきた今,成

熟した社会-の要求として「どう満足する体験
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ができるのか」が問われている。ビジターが美

術館情報を得ることから,実際に訪れ,展覧会

を鑑賞して帰路につくまでに関わる,幅広い

サービス及び設備がコミュニケーション機能を

荷なっている。(ただし,展示そのものに関して

は,展示機能に含まれるものとする。)「教育」

は,コミュニケーション機能の重要な要素の1

つといえる。

3.現代において求められる美術館の機能

KotlerandKotler[2004:172]によると,規

模の大きな博物館で,平均的なビジターは,1

時間余り博物館で過ごし,その内訳は,展示と

レストランとショップで過ごしている。また,

ビジターの大多数が,社会的あるいはレクリ

エーション的な経験を重視しており,教育的,

知的経験の重要性は同等あるいはより低いこと

が指摘されている[KotlerandKotler2004:

172]。また,ニューヨークの近代美術館の調査

結果からも,観客の満足には,レストランのメ

ニュー,清潔なトイレ,売店の商品の品揃えな

どが重要な要素である[シュバート2004:84]

ということがわかった。今日,美術館もレ

ジャー施設としての機能を無視出来ない。美術

館のコミュニケーション機能には,こういった

カフェやショップに代表されるビジター・サー

ビスも含まれようAnderson[2004:1]の言う

ように,20世紀の博物館のパラダイム・シフト

は,「コレクション(作品)第一の施設」から

「ビジター中心の博物館」への転換なのである。

歴史的コレクションを誇るルーヴル美術館のア

ンリ・ロワレット館長ち,「人は美術館に満足

を求めに来る。満足を感じるのは作品のレベル

だけじゃない。入り口で長く待つか,トイレや

レストランの席が足りているか。そういったす

べてが影響する」[朝日新聞2003]と語ってい

る。

歴史の中で,美術館は幾度となく立ち止まっ

て自問してきた。「美術館は多様な公衆に対し

て本当に開かれているのだろうか」,「美術館は

公衆から乗離しているのではないか」,「本来の

使命である公衆と社会への貢献をするには何を

するべきなのか」といった問いである。また一

方では,他のレジャー産業の成長や,財政面で

入場料収入あるいは助成金や寄付金獲得の説得

材料のため,集客を強化したいという現実もあ

る。そのため,積極的に人を呼び寄せるレ

ジャー施設の性格を強めてきた。つまり,文化

の大衆化という民主的使命と財政上の動機とい

う2つのエンジンにより,コミュニケーション

機能は拡張されているである。

コミュニケーション機能とは,美術館がビジ

ターおよび社会のニーズに応じるサービスの提

供である。その活動の幅は広い。「開かれた美術

館」が「多様化したビジターにアプローチする

美術館」-進化するために重要な機能といえ

る。具体的には,どのような項目があるのだろ

うか。主要な美術館の組織図やサービス内容か

ら抽出(5)したものを,以下に挙げる。

ビジター・サービス

○駐車場/シャトルバス

○インフォメーション・デスク

○チケット・カウンター

○クローク/ロッカー

○アクセス(点字/手話/外国語対応,車椅子/

ベビーカー対応,エレベーター,夜間開館/無

料時間帯)

○会員制度

○カフェ/レストラン
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○ミュージアム・ショップ

○図書室

○アメニティ(トイレ,ベンチ,乳幼児や子供の

世話をするスペース,休憩所)

○子供の遊び場

○自動販売機

○公衆電話

OATM

教育

○配布物/出版物の配布・販売

○ガイド・ツアー

○音声ガイド

○子供向け/家族向け/高齢者向け/専門家向け

プログラム

○学校用プログラム(学校からの見学,出張授業,

教師用講座)

○アウトリーチ・プログラム(地域市民参加)

広報

○広告(各種メディア)

○情報発信(ホームページ,マス・メディア)

イベント

○展覧会関連(オープニング・レセプション/講

演会)

○音楽会/パフォーマンス/上映会など

○会場レンタル

上記の様に,ビジター・サービス,教育,広

報,イベントという大きなグループに分けられ

るが,いずれもグループを越え各々密接に関連

している。このグループ分けやこれらが属する

管轄部署は美術館によって異なる。 アメリカで

美術館へ助成を行ったりリー・ワラス-リー

ダースダイジェスト財団(L,WRD)のレ

ポートによると,ビジター・サービスが独立し

た部署になっている所(シカゴ現代美術館)も

あれば,マーケテイング部(クリーブランド美

術館),あるいは広報・顧客開発部(ウオー

カー・アート・センター)に属するものなど

様々である。また,ミント美術館のように外部

のビジター・サービス専門家を招き,美術館ス

タッフだけでなく,地域の観光局やホテルから

も人を集めサービス向上委員会を設置し,わか

りやすい館内マップをデザインしたり,ビジ

ターにとって感じの良い警備員の制服を選んだ

りと力を注いでいる所もある[LWRD2001]。

レジャー施設として,ビジターの美術館での体

験を満足したものにするには,展示が全てでは

ない。特に多様なビジターを対象にする場合,

ビジター・サービスの目的である「基本的な施

設の使いやすさや快適さ」が必要であろう。

4. ルイジアナ近代美術館の特徴

4-1.ビジター指向の発想による創設

ルイジアナ近代美術館は,チーズ事業を売却

した資金を元に1人の実業家,クヌド・イェン

センにより1958年に設立された[Weschler

1982a:41]。コペンハーゲンより35キロ北にあ

る人口8,756人[DanmarksStatistik2005]の海

峡に画した小さな街,フムレペックにある。 多

くの民間の美術館とは異なり,彼は膨大なコレ

クションを持っていた訳ではなく,国内作家の

作品を持っていただけであった1950年代前半

に,あるラジオ・インタビューを受ける準備の

ため,コペンハーゲンの国立美術館を訪れた。

威圧的で近寄り難い時代遅れな神殿であると感

じ,特にこういった環境と関連性の低い近代の

作品は,誰もが気軽に訪れることができる公園

に低層の建物を建て,明るい展示室に並べるべ

きだと考えた[Weschler1982a:40]。 まさに美

術館業界が格闘していた「真に開かれた美術館

とは」という問題に,まだ美術館の仕事をして

いなかった彼は,既に1つの解答を出してい

た。そして数年後に実現したのである。
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1956年,海に画した19世紀の邸宅を買い取っ

た。美術館に改・増築するため,2人の若手建

築家,ヨ-ゲン・ボウとヴイルヘルム・ボー

アートを起用しする。イェンセンは2人とスイ

スやイタリア-の視察旅行などを通し意思疎通

を図りながら,3つの条件を提示する。その古

い屋敷をエントランスとして利用すること,北

側の木々の生い茂る湖に画した窓のある部屋を

設けること,そして,海が見渡せるところにカ

フェとテラスをつくること[Weschler1982a:

42]であった。
それ以降,この美術館の「風景

と建築とアートの関わり」というテーマは一貫

して大切にされているのである。

エントランスは,誰もが歓迎されていると感

じてもらえるよう親しみやすい古い家をそのま

ま生かした。「田舎の風変わりな伯父さんの家

を訪ねている」[Skjoth1989:160]ような印象

をイメージした。イェンセンが近寄り難く権威

的な印象を受けた国立美術館とは反対に,馴染

みのある温かい入り口を演出した。

現在,ジャコメッティの彫刻展示室となって

いる部屋には,湖に画した床から天井までの大

きな窓がある。他の展示室や回廊にも共通す

る,自然に開かれた空間である。大きな窓を設

けることで,作品と自然の呼応といった効果も

ある。しかし,ビジターにとって,美術館で作

品を見続けるのは,大人でも疲れる行為であ

る。歩いては立ち止まり,頭も心も作品に反応

し続ける結果,「美術館疲労」(6)に見舞われる。

ビジターにとって,作品から視線を窓の向こう

にある自然の風景に向けることは,「美術館疲

労」を和らげることにもなる。「ビジターを圧迫

したくないのです。最近のアートには過激なも

のもあります。ですから,見慣れた木や緑の芝

坐,外で遊ぶ子供の姿など,視線を向けられる

安心な場所を常に提供しているのです」

[Weschler1982a:55]とイェンセンが語ってい

るように,窓や,外-の出口,そして室内のイ

スの配置まで,気が配られている。例えば,オ

ランダ国立美術館のレンブラントの『夜警』の

ように,作品正面にソファーがあり,「これが最

高傑作です。腰掛けてご鑑賞下さい」[Skjoth

1989:164]と押し付けるような形を避けたの

だ。「美術館疲労」を癒すのに有意義な休息は,

作品の前で得られるのではなく,むしろ自然や

風景の前ではないだろうか。この美術館が試み

た休息のための部屋は,大きな常設展示室を過

ぎた後たどり着く奥の部屋である。そこには海

を見渡す大きな窓があり,ソファーが置いてあ

る。その空間には,窓の外に伸びるように設置

された一点以外,他の作品は置いていない。小

さな書斎もある。目的はビジターに「休息し,

作品から受けた印象を消化し,深呼吸をしたり

窓の外を眺め」[Skjoth1989:164]てもらうこ

となのである。

また,海に眺望の開けたカフェはルイジアナ

の誇る施設である。そのままテラス,そして彫

刻のある芝生の庭に出てゆける。「美術館疲労」

を癒せると同時に,展示室ではなく,屋外のス

ペースでもゆったりと作品を鑑賞することもで

きる。広い芝生の庭は,海岸へ向けて傾斜して

おり,子供達が文字通り転げ回る格好の遊び場

となり,ピクニックをする家族もいる。カフェ

あるいは庭が目的で訪れるビジターもいるだろ

う。このカフェからは,美術館の建物を眺める

事ができ,反対に目をやると海とヨットや貨物

船,対岸には工場が見える。アートと,レ

ジャー,商業,製造といった異なるリアリ
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ティーをつなぎ合わせる重要なスポットでもあ

る[Brawne1993:llc

開館準備中のある日曜日に,平日工事で入っ

ていた作業員が家族連れでピクニックに来てい

たのを見て,イェンセンが「成功する」と直感

した[Weschlerl982a:46]ように,その時から,

「家族と共にまた訪れたい」と思わせる場がつ

くられていたのだろう0

このように,設立時の3条件だけでもビジ

ター指向の空間の作り方が,はっきりしてい

る。コレクションから始まった美術館ではない

ことが,ビジター・サービスを基本にプランで

きた理由の1つかもしれない。 1958年,「近代

美術コレクションにふさわしい,身近に感じら

れる環境の提供」[Jensen1995:10]を目的に開

館した。

4-2.増築,そしてビジター・サ-ビスの向上

次第にコレクションを増やし,展覧会を重ね

ながら,1998年までに7回増築を重ねて行くこ

とになった。展示室を増やしても,同じような

展示室がいくつも並ぶことを避け,最終的に

は,仝建物はつながり,一周できるユニークな

形態となった(図1)0 その「建物は周囲の自然

とむしろ調和し,展示室の面積はひとつひとつ

異なる。初めて訪れ蒔拷しているビジターは,

同じ部屋が延々と続いていたらうんざりしてし

まう」[Skjoth1989:164]ので,好奇心を刺激す

るような構造を展開した。 「まるで旅をしてい

る時のように,次の角を曲がったら何が待って

いるのだろうかと期待し待ちわびる」[Wesch

ler1982a:37]感覚を呼び起すしくみだ。 飽きさ

せないことは,疲労を回避する最良の手段であ

0-i、,

図1ルイジアナ近代美術館平面図

出典!LouisianaMuseumofModernArt. "MuseetsArkite
ktur"inhttp://www. louisiana.dk/'(19May,2006)

1960年代北欧では,労働時間短縮とオート

メーション化により,レジャー時間が増える傾

向にあった。イェンセンは,同時に消費文化が

広まることに懸念を抱き,人びとが消費者とし

て標準化されてゆく事に対して,アートは社会

の均一化から助けてくれ,アートこそ物質的充

足では満たせない精神的な回復に役立つと考え

た[Weschler1982a:55]<新たなタイプの美術

館として,コレクションだけでなく,展示にも,

公衆に対して積極的なアプローチをすることに

も同様に重きを置いた[Jensen1995:12]。 アー

トが日常から禾離しないよう,映画,コンサー

ト,演劇などのイベントや,集客力のある考古

学や民俗学の展覧会も企画した[Weschler

1982a:56]c普段美術館に来ない人にも様々な

目的で来館してもらい,ついでに常設のアート

を見てもらえるからである。 すなわち,この美

術館は,公衆とアートの「出会いの場所」

[Weschler1982a:55]を提供した。 他分野に関
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心のある公衆にも,訪問され利用される美術館

になったのは,異なる分野のイベントなどを取

り入れた結果でもあった[Jensen1995:12]。

1976年の増築で建てられたコンサート・ホー

ルでは,週末にコンサートが開かれ,文化に関

する話し合いがもたれ,文学をめぐって著者達

によるシンポジウムや詩の朗読も行われた

[LouisianaMuseumofModernArt1998:22]。

2004年よりヴァイオリニスト,ギドン・クレー

メルをアーティストイン・レジデンス(アー

ティストをある期間招き,滞在しながら創作活

動に集中してもらうプログラム)に迎い入れて

いる。ゲストが滞在できる宿泊施設も海岸に設

けてある。様々な分野のアーティスト達の「出

会いの場所」にもなっている。

また,子供が飽きないで,充分に楽しめるよ

う1994年に3階建ての「こどもハウス」が増設

された。図書室とお絵措きのフロア,コン

ピューターと映画のフロア,ワークショップと

カフェのフロアとなっている[Louisiana

MuseumofModenrnArt1998:23]。「子供用の

小さなカフェもあるので,お腹がすいても喉が

渇いても,今やっている事を中断しないで済む

のです」[Russel1994]と,イェンセンは説明す

る。アーティストと一緒に創作したり,地域の

高齢者による物語を開いたりするプログラムが

日替わりで行われている。また,ハウスから外

に出れば目の前に湖があり,その畔には滑り台

があり,木登りができる木もある。

黄も新しい増築は,40周年を迎えた1998年に

行われた。ロビーとショップの拡張であった。

窓越しに緑が開ける明るいロビーにはカタロ

グ・書籍や文具,小物などが並ぶショップの

コーナーがあり,その地下にはロッカー等の設

債と,メインのショップ・フロアーが広がって

いる。子供のおもちゃから,デザイナー家具や

アクセサリー,ハガキ・ポスターなど,家族全

員が楽しめる豊富な商品が並ぶ。

このように,度重なる増築を経て床面積は

11,500平方メートル,うち展示面積は7,500平方

メートル」[Jensen1995:15]に拡大され,それ

と同時にビジター・サービスは充実してきたの

であるが,それはルイジアナ美術館-つまり創

設者イェンセンの-設立から貫かれた発想に基

づいている。近代美術に造詣の深い人もそうで

ない人も気軽に訪れることの出来る,公園のよ

うな美術館を実現するために,考えられたサー

ビスである。

もちろん,経験から学ぶ事も多く,車椅子の

アクセス用エレベーターが設置されたのは,最

初からではかった。しかし,後半の増築ではエ

レベーターは設計段階から組み込まれた

[Skjoth1989:161]。

また「ルイジアナ・クラブ」という会貞制度

は,開館翌年1959年に1,000人のメンバーで始ま

り,今では31,000人に発展し,北欧最大の美術

館会員クラブとなっている[Louisiana

MuseumofModernArt2006]c年会費(一般個

人425デンマーク・クローネ)を納めると入場

料(一般80クローネ)が無料および同伴者が割

引になり,特別内覧会-の描待,また年2回の

展覧会カタログ誌LouisianaRevyや会貞誌な

どの送付,ショップやレストランでの割引,イ

ベントのチケット優先予約および割引などの特

典が受けられる。

この美術館は,著名アーティストと信頼関係

を築き,また時代の先端を行く企画展をするこ

とでも業績があるが,何よりも特徴的なのは近



ビジター指向の美術館　　　　　　　　　　　　　　　　　223

代美術に馴染みのないビジターの目線から,時

には子供の目線からアートに向き合う姿勢であ

ろう。そしてイェンセンは社会のニーズも敏感

に見出してきたことで,ローカルそしてグロー

バルなコミュニティーに対するコミュニケー

ションもとることができたといえよう。

4-3.評価

多様化するビジターの立場から発想してきた

成果は,入場者数に現れている。 初期において,

既に年間200,000人[Brawne1993:9]が訪れて

いた。週末に集中するビジターは,コペンハー

ゲンやオアスン海峡を渡りスウェーデンからも

やってくる0 デンマークの美術館であるにも関

わらず,スウェーデンの新聞の見出しで「南ス

ウェーデンで一番人気の美術館」[Brawne

1993:9]と評された。 近年の年間入場者数は

500,000人[DanmarksStatistik2005]を越えて

いるoコペンハーゲン市内にある都市型美術館

や博物館を抜いて,デンマーク国内の仝博物館

の中で,最高. の年間入場者数を達成している

(表2)0 また,2005年の1日当たりの入場者数

(展覧会ごと)の世界ランキング[ItoiandMor

ris2006:ll-18]では,「アンリ・マティス」展が

2,148人で78位に入り,また「フラワー・アズ・

イメージ」展が1,586人で131位,「ゲルバルト

リビター」展が1,135人で188位,「レオン・コツ

ソフ」展が1,108人で195位であった。
1日当たり

の入場者1,000人以上の展覧会が計226ある中に

4つの展覧会が入っており,北欧からは唯一ラ

ンク・インしている美術館である。 ニューヨー

ク,ロンドン,パリ,東京といった大都市にあ

る美術館を相手に,立地条件や規模を考えると

驚くべき成果である。

また,その存在は早くから,ヨーロッパで注

目の美術館と見なされるようになり,建築評論

家であるキダー・スミスは1960年代初頭には

「ヨーロッパで最も楽しい美術館」とレッテル

を貼った[竹山1981]c欧州評議会による欧州

博物館フォーラムは,1978年,ルイジアナ近代

美術館に特別奨励賞を,そして1983年,館長ク

ヌド・イェンセンに功労者貨を贈っている。 彼

表2　デンマーク博物館上位年間入場者数　(単位は千人)

ルイジアナ近代美術館

国立博物館

デン・ガムレ・ビュ博物館

オーフス美術館

国立美術館

ローゼンポー城

ア-ケン近代美術館

イ-エスコウ城

ニュー・カールスペア美術館

クロンボー城
1 00　　　　200　　　　　　　　　　　　　　　　　　500

出典: Danmarks Statistik. 2005. Education and Culture. Staぬtied Yearbook 2
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の業績として,「一般公衆の近代美術への関心

を高め,その目的のために極めて好ましい環境

を創造した」[CouncilofEurope2004]と称え

た。アメリカでは,ARTFORUM[Weschler

1982b]やARTnwes[Levine1997]といった

アート誌のみならず,一般誌NewYorker

[Weschler1982a:36-61]でイェンセンと美術館

をめぐる20頁近い特集が組まれたこともある。

そしてユネスコの発行する博物館雑誌

MUSEUMの40周年号では,編集顧間がインタ

ビュー[Skjのth1989]に訪れている。

この比較的規模の小さい郊外型美術館は,世

界でその存在感を発揮している。理由は,まさ

に功労者賞のコメントにもあるよう.に,多様な

ビジターの関心を集め,彼らに快適な空間を提

供出来たからといえる。そしてそれは,牡界で

もまだ数少ない例であるといえよう。

5.まとめ

ルイジアナ近代美術館の例から,美術館のコ

ミュニケーション機能は,ビジターの視点に

立ったビジター・サービスに支えられるといえ

るだろう。なぜなら,ビジター指向から生まれ

る空間は,安心と快適さを提供し,コミュニ

ケーションが活発に行えるようビジターをリ

ラックスさせるからである。その結果,「美術館

疲労」も癒され,作品のメッセージを受け取る

ゆとりも保たれるのである。

最近,ビジター・サービスの向上のため,美

術館の市場調査が注目されている。ビジターあ

るいは潜在的ビジターの動向を知り,ニーズを

知ることで,美術館は戦略を決められるという

訳である。アメリカの博物館協会[AAM2004]

は,自己評価ガイドブックを作って奨励してい

る。たとえば,ビジターに関する自己評価では,

公衆の認識,公衆の参加,公衆の経験の分析項

目が並ぶ.ビジターの内訳,行動,感想などを

知ることは,全体の入場者数からではわからな

い多くの事実をつかめるだろう。

これからの美術館経営は,ビジターに関する

情報やビジターからのフィードバックにより

ニーズを知らなければ,より良いサービスを提

供するのは難しいかもしれない。ルイジアナ近

代美術館に関しても,さらに詳細な情報をもと

にビジター・サービスの成果が明確にされるだ

ろう。また1995年のイェンセンの館長引退後,

新しい館長によりビジター指向の発想にいかな

る変化があったか探る事も興味深いテーマであ

る。

ルイジアナ近代美術館は,聖なる閉ざされた

神殿から近代の作品を解放し,公衆を招き入れ

るオープンでリラックスさせる空間を創出し

た。公衆や世界に向けてメッセージの発信でき

る美術館は,単に開かれているだけではなく,

ビジターが快適に楽しみ,心を開くことの出来

る空間であろう。それを可能にするビジター指

向のコミュニケーション機能は,美術館の欠か

せない機能の1つとなっている。

〔投稿受理日2006.5.26/掲載決定日2006.6.8〕

注

(1)この論文におけるビジターとは,美術館への入

場者全てを意味する。有料,割引(学生,団体な

ど),無料(会員,18歳以下など。また美術館に

よっては仝入場者)の違いを問わない。また,国

内および海外からの入場者が含まれる。

(2)デンマークの首都コペンハーゲンより35キロ

北,オアスン海峡をはさみ,スウェーデン対岸の

街フムレペックにある民間の近代美術館。自然の

風景を生かした建築は,美術館建築の一つのモデ
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ルにもなった。 また,注E]のアーティスト,およ

びキュレーター(学芸員)による画期的な企画展

で美術界でも世界的に高い評価を得ている。

(3)革命前に百科全書派がコレクションの公開を提

唱し,計画もされていたが頓挫していた[Prior

2002:34]cまた,この時期にはイタリアやオース

トリアなど他国でも王侯貴族のコレクションは公

開され始めていた[McClellan2003:4-5]cしかし,

それらの中で,革命により公開に至ったルーヴル

美術館は特異な存在である。

(4)LePoint. No. 41. 1973:8.からの引用. 岡部1997:

29による和訳。

(5)ルーヴル美術館,ボンピドゥ一. センター,メ

トロポリタン美術館,ニューヨーク近代美術館,

グッゲンハイム美術館,テート・ギャラリーなど

の組織図,およびサービス内容から抽出。

(6)心理学を学んだギルマンが美術館のビジター行

動調査を行い,ビジターの見る展示物の数と,

各々に費やす時間が,滞在時間の経過とともに減

少する傾向にあることを見つけた。 それを1916年

に,「博物館疲労museumfatigue」と呼んだ

[フォーク,デイア-キング1996:70]が,ここ

では,美術館を取り上げているため「美術館疲労」

と呼ぶ。
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